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平成 1 0 年 9 月から平成 1 1 年 3 月末まで。
3. 1 試料
S t -MMA 
共重合体は、ス








8 6 4 2 0 ppm 
溶媒にベンゼンを用いて 60 'Cでラジカ jレ
重合により合成した。一方、ポリスチレン
(PS t) およぴポリメタクリル酸メチル (PMM
A) は、共重合体と同様の条件で重合した。
生成した重合体は再沈殿を繰り返し精製し
Fig.1. lH-NMR spectrum of poly (St ・ MMA)
in CDC13 (MMA: 67moll) 




















の吸収 (6. 2~7. 5ppm) 
ンの吸収 (0. 3~4. Oppm) 
めた 。 共重合体の化学構造を Scheme 1 および
それのlH-NMR スペクトルの一例 (MMA: (MBM) 




ン酸エステ jレ (MEM) を文献記載 1 )の方法に
6 7 mo 1 %)
Scheme 2 
従って合成した後、それらとオリゴエチレン
グリコ~)レ (OEG) とのエステ Jレ交換反応により重合した。重合は触媒としてテトライソプロピル















; 2 ~ 6 mg、雰囲気
冷却媒体
試料量アルミニウムプレート、

















造や各種処理の履歴を反映する 6 ) 。
合体 (MMA組成; 1 5 mol %、 5 5 mol %)のガラス
転位の DSC 曲線の一例を Fig. 2 、共重合体組成とガ
S t -MMA共重
4. 1 





B : 55mol 首
thermograms 


















いて 2 ~ 8.C ほど低い値を示す。
液晶高分子(ポリ (NAM
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Fig.3 Effect of copolymer composition(MMAmol¥) 
on glass transition temperature(Tg) 
Fi g. 4 に NAM と
OEG (またはHex) から得られたコボ
リマーのDSC曲線を示す。いずれも























その他の液晶高分子 (po1 y (MEM 4 . 3 
Hex 
-alt-EG)) の転位温度
Fig.5 に二・三のpoly (MEM-al t -EG) 
Tjt: 
Fig.4 DSC ther皿ograms of poly(NAM-alt-OEG) 
and po 1 y (NAM -a 1 t -Hex) 
OEG , n=1 , 2, 3, 4 
120 80 40 。-40 
これから置換基に電子

































thermograms of poly(MEM-EG) 
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